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序

　一関市には、900を超える埋蔵文化財包蔵地が所在しています。市内で行われ

る開発行為が埋蔵文化財包蔵地の範囲内で実施される場合には、事業者と協議し、

試掘調査や工事立会を実施しています。その中で遺構・遺物を確認した場合には、

緊急発掘調査を実施することを通じて、埋蔵文化財の保護を行っています。

　しかし、そうした調査を報告書という形で記録を残すことについては、完全に

実施できていたわけではありませんでした。そこで、今回は令和２年度に実施し

た試掘調査の記録を報告書にまとめることといたしました。これまで市教育委員

会が実施してきた調査内容を後世に伝え、埋蔵文化財の保護をさらに推進してい

きたいと考えております。

　本報告書により、調査成果を広く公開し、市民並びに全国の方々にも当市の文

化財を知って頂き、関心が高まることを期待するとともに、地域のルーツを紐解

いていくことが、より良い地域づくりの一助になれば望外の喜びです。

　結びに、調査に際してご協力を頂きました地権者、地域住民の皆さまをはじめ

多くの方々に衷心より感謝を申し上げます。

　　　令和８年３月

 一関市教育委員会　　　　　

 教育長　　時　枝　直　樹
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例　　　言

１．本書は、岩手県一関市教育委員会が令和２年度に実施した市内遺跡試掘調査及び工事立会の報

告書である。

２．試掘調査は、国庫補助事業及び県補助事業を活用した。

３．調査主体は、一関市教育委員会 教育長 小菅正晴（令和２年度）であり、現地調査は文化財課

が担当した。また、岩手県教育委員会の協力を得た。

４．調査体制は以下のとおり。

　（令和２年度）

　一関市教育委員会　文化財課　　　　　教 育 部 次 長 兼 課 長　　千　葉　　　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 係 長　　金　野　　　修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主 任 学 芸 員　　菅　原　孝　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 調 査 研 究 員　　光　井　文　行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　澤　絵　美（〜７月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿　部　　　充（９月〜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 計 年 度 任 用 職 員　　小　岩　誠　也

５．本書の作成は令和７年度の文化財課が行った。体制は以下のとおりである。

　一関市教育委員会事務局文化財課　　　副 参 事 兼 課 長　　氏　家　克　典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐兼文化財係長　　西　山　亜希恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学 芸 主 任 主 査　　菅　原　孝　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 化 財 調 査 研 究 員　　千　葉　孝　弥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅　原　わかな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 計 年 度 任 用 職 員　　小　岩　誠　也

６．本書に使用した地形図は、一関市長の承認を得て、測量成果を使用したものである。

　　（許可番号　令和８年２月27日　政第11011号）

７．本書図１・２に使用した地形図は、国土地理院の 50000 分の１の地形図（平成７年作成）「焼

石岳」、「水沢」、「陸中大原」、「栗駒山」、「一関」、「千厩」、「岩ヶ崎」、「若柳」、「志津川」を合

成して作成した。

８．土層断面図の土色表示は、新版標準土色帖2002年度版（日本色研事業株式会社）を用いている。
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本木・地の神Ⅱ 大東町猿沢字本木6-2ほか 試掘 Ⅰ ２

統合室根小 室根町矢越字五反田41-2 試掘 Ⅰ ３

薄衣城 川崎町薄衣字畑の沢141-5 試掘 Ⅰ ７

板倉 大東町猿沢字板倉53-13 試掘 Ⅰ ８

源八 大東町摺沢字百目木194-1 試掘 Ⅰ ９

物見石Ⅱ 千厩町奥玉字物見石22-7 試掘 Ⅰ 10

千厩城 千厩町千厩字館山50 工事立会 Ⅱ ４

七郎五郎 藤沢町黄海字天堤249-3 工事立会 Ⅱ ６

大洞地 大東町渋民字大洞地54-2ほか 工事立会 Ⅱ ９

畑中Ⅳ 大東町大原字朝米前18ほか 工事立会 Ⅱ 10

内館 東山町松川字館地内 工事立会 Ⅱ 11

0 10kmS=1/150000

図２　遺跡地図（２）
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表
１
　
令
和
２
年
度
届
出
一
覧
表
（
１
）

遺
跡

名
時

代
種

類
所

在
地

（
計

画
地

）
工

事
内

容
届

出
者

届
出

日
指

示
事

項
対

応
結

果

1
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
外

−
−

一
関

市
室

根
町

矢
越

字
五

反
田

4
1
-
2

新
室

根
小

学
校

校
舎

等
建

設
工

事
一

関
市

長
2
.

4
.
1
0

試
掘

調
査

影
響

な
し

。

2
八

丁
館

中
世

城
館

跡
一

関
市

大
東

町
摺

沢
字

但
馬

崎
6
4
-
8
、

6
4
-

1
2

個
人

住
宅

新
築

工
事

及
び

地
盤

補
強

工
事

個
人

2
.

4
.
2
4

発
掘

調
査

遺
構

発
見

。
 

令
和

２
年

発
掘

調
査

実
施

。

3
臥

牛
館

（
伏

牛
館

）
中

世
城

館
跡

一
関

市
山

目
字

館
4
6
-
1

磐
井

中
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド

埋
設

基
礎

撤
去

工
事

一
関

市
長

2
.

5
.
1
3

工
事

立
会

影
響

な
し

。

4
本

木
 

地
の

神
Ⅱ

縄
文

散
布

地
一

関
市

大
東

町
猿

沢
字

本
木

6
-
2
、

9
-
6
、

3
3
、

3
5
-
1

土
砂

採
取

工
事

株
式

会
社

山
友

建
設

2
.

5
.
1
3

発
掘

調
査

遺
構

発
見

。
 

令
和

３
年

度
発

掘
調

査
実

施
。

5
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
外

−
−

一
関

市
狐

禅
寺

字
草

ケ
沢

3
6
-
1
8
8
、

3
6
-

1
8
9
、
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-
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9
1
、
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-
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5
4
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砂
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取

事
業
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式

会
社
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.
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0
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布
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査
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跡
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し
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化
財
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蔵

地
外

−
−

一
関

市
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字
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沢
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-
3
7
、

3
6
-

9
0
、

1
6
5
-
5
、

1
6
5
-
2
5
、

1
9
5
-
1
2
、

1
9
5
-
1
6
、

2
2
7
-
2
3
、

2
2
8
、

2
4
3
-
1
、

2
4
3
-
3

採
石

事
業

株
式

会
社

イ
チ

サ
イ

2
.

6
.
1
5

分
布
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査

遺
跡
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可
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が
あ

る
場
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を

掘
削

し
な

い
。

7
千

厩
城

（
茶

臼
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中

世
城

館
跡

一
関

市
千
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町

千
厩

字
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山
5
0

公
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道
接

続
工

事
、

既
存

浄
化

槽
撤

去
工

事
一

関
市

長
2
.

6
.
1
7

工
事

立
会

影
響

な
し

。

8
野

中
縄

文
散

布
地

一
関

市
赤

荻
字

松
木

2
3
1
-
2

既
存

住
宅

解
体

及
び

個
人

住
宅

新
築

工
事

個
人

2
.

6
.
2
3

工
事

立
会

影
響

な
し

。

9
東

中
沢

平
安

散
布

地
一

関
市

千
厩

町
千

厩
字

草
井

沢
6
0
-
2
0

ほ
か

下
水

道
管

埋
設

工
事

一
関

市
長

2
.

6
.
2
9

工
事

立
会

影
響

な
し

。

1
0

小
石

名
沢

古
館

中
世

城
館

跡
一

関
市

山
目

字
三

反
田

2
1
2
-
2
、

2
1
2
-
4

既
存

住
宅

解
体

及
び

個
人

住
宅

新
築

工
事

個
人

2
.

6
.

3
工

事
立

会
影

響
な

し
。

1
1

七
郎

五
郎

縄
文

散
布

地
一

関
市

藤
沢

町
黄

海
字

天
堤

2
4
9
-
3

既
存

住
宅

解
体

及
び

個
人

住
宅

新
築

工
事

個
人

2
.

6
.

8
工

事
立

会
影

響
な

し
。

1
2

西
光

寺
裏

縄
文

散
布

地
一

関
市

萩
荘

字
中

町
7
3
-
1

個
人

住
宅

新
築

工
事

個
人

2
.

7
.
1
7

試
掘

調
査

遺
構

発
見

。
 

令
和

３
・

４
年

度
発

掘
調

査
実

施
。

1
3

鶏
沢

縄
文

散
布

地
一

関
市

千
厩

町
小

梨
字

鶏
沢

1
2
8
-
1

太
陽

光
パ

ネ
ル

設
置

工
事

個
人

2
.

7
.
1
8

試
掘

調
査

現
地

確
認

の
結

果
、

試
掘

調
査

せ
ず

慎
重

工
事

。

1
4

小
石

名
沢

古
館

中
世

城
館

跡
一

関
市

山
目

字
三

反
田

7
3
-
3

既
存

住
宅

解
体

及
び

個
人

住
宅

新
築

工
事

個
人

2
.

7
.
2
7

工
事

立
会

影
響

な
し

。

1
5

月
町

平
安

散
布

地
一

関
市

赤
荻

字
月

町
6
3
-
3

地
先

下
水

道
管

埋
設

工
事

一
関

市
長

2
.

7
.
2
7

発
掘

調
査

遺
構

発
見

。
 

令
和

２
年

度
発

掘
調

査
実

施
。

1
6

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

外
−

−
一

関
市

狐
禅

寺
字

草
ケ

沢
3
6
-
1
1
7

土
砂

採
取

事
業

株
式

会
社

イ
チ

サ
イ

2
.

7
.

6
分

布
調

査
一

部
再

調
査

必
要

。

1
7

骨
寺

村
荘

園
中

世
荘

園
一

関
市

厳
美

町
字

駒
形

8
7

浄
化

槽
設

置
工

事
個

人
2
.

8
.
1
1

試
掘

調
査

慎
重

工
事

。

1
8

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

外
−

−
一

関
市

狐
禅

寺
字

草
ケ

沢
3
6
-
3
7
、

2
2
7
-
2
3

土
石

採
取

事
業

株
式

会
社

イ
チ

サ
イ

2
.

9
.
2
3

試
掘

調
査

影
響

な
し

。
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表
１
　
令
和
２
年
度
届
出
一
覧
表
（
２
）

遺
跡

名
時

代
種

類
所

在
地

（
計

画
地

）
工

事
内

容
届

出
者

届
出

日
指

示
事

項
対

応
結

果

1
9

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

外
−

−
一

関
市

萩
荘

字
鈴

ヶ
沢

7
1
-
1

ほ
か

砂
利

採
取

事
業

株
式

会
社

甲
南

2
.
1
0
.

1
分

布
調

査
遺

跡
の

可
能

性
な

し
。

2
0

大
洞

地
縄

文
散

布
地

一
関

市
大

東
町

渋
民

字
大

洞
地

5
4
-
2
、

5
4
-

4
,5

4
-
9
、

5
5
-
1

水
路

設
置

工
事

一
関

市
長

2
.
1
0
.
1
9

工
事

立
会

影
響

な
し

。

2
1

畑
中

Ⅳ
縄

文
散

布
地

一
関

市
大

東
町

大
原

字
朝

米
前

1
8
、

字
杉

本
3
1
、

字
上

大
原

下
1
6
0
、

1
9
6

歩
道

設
置

工
事

一
関

市
長

2
.
1
0
.
1
9

工
事

立
会

影
響

な
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Ⅰ  試掘調査

１  栃倉館遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市萩荘字八森95-1

⑵ 調 査 期 日 　令和２年４月30日

⑶ 担 当 者 　光井文行、小澤絵美

⑷ 遺跡の種類 　城館跡（中世末）

⑸ 遺跡の現状 　山林、原野

⑹ 工事主体者 　株式会社ビルドコーポレーション

⑺ 工事の目的 　太陽光パネル設置工事

⑻ 調 査 方 法 　対象地は栃倉館遺跡の南東部に位

置しており、その南側の山林に1.4

ｍ×10.0ｍのトレンチを３か所、北

側の原野（埋立の造成地）に1.4ｍ

×3.0ｍのトレンチを２か所設定し、

地山面で遺構検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　50.4㎡（対象面積1,800㎡）

⑽ 調 査 結 果 　山林部分は地表から約20㎝下で地山を検出したが、原野部分は埋め立てて造成された

地盤であり、地表から約1.5ｍ下で地山を検出した箇所もあるが、深いところでは埋め土

の厚さが２〜５ｍに及ぶところもあった。遺構・遺物は発見できなかった。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物は発見できなかったため、５月11日付埋蔵文化財発掘の届出を受理し、７

月７日付教文第04007号文書により慎重工事の実施を指示した。

図3　栃倉館試掘調査位置図

写真１　平成28年航空写真

試掘調査地点

包蔵地「栃倉館」

0 20mS=1/6000

T2 T5

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

トレンチ２

Ⅰ層　10YR3/3 暗褐色粘土質シルト。しまりなし。

粘性あり。表土。層厚 7 ㎝。

Ⅱ層　10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質。しまりなし。

粘性あり。層厚 10 ㎝。

Ⅲ層　10YR6/4 にぶい黄褐色粘土質。ややしまり

あり。粘性強い。灰白色（10YR8/2）粘土質のブロッ

クをやや多く含む。地山。

トレンチ５

Ⅰ層　10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。しまりなし。

やや粘性あり。直径 10 ～ 20 ㎝大の亜角礫、亜円

礫を多く含む。層厚 30 ㎝。
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計画範囲

道

トレンチ５トレンチ４

トレンチ３

トレンチ２

トレンチ１

0 50m
S=1/2000

図4　栃倉館トレンチ配置図

写真２　トレンチ掘削状況

Ⅱ層　10YR5/1 褐灰色粘土質シルト。ややしまり

あり。やや粘性あり。直径 3 ～ 10 ㎝の亜角礫を多

く含む。黄褐色（10YR5/6）砂質土の小ブロック

を少量含む。層厚 50 ㎝。

Ⅲ層　10YR4/1 褐灰色粘土質シルト。ややしまり

あり。やや粘性あり。層厚 70 ㎝。

Ⅳ層　10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シルト。やや

しまりあり。粘性あり。地山。
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２  本木・地の神Ⅱ遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市大東町猿沢字本木 6-2、

9-6、33、35-1

⑵ 調 査 期 日 　令和２年４月７日〜４月23日

⑶ 担 当 者 　光井文行、小澤絵美

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文）

⑸ 遺跡の現状 　山林

⑹ 工事主体者 　株式会社山友建設

⑺ 工事の目的 　土石採取

⑻ 調 査 方 法 　対象地は本木遺跡南西部の隣接

地からその南側の地の神Ⅱ遺跡の

北西部に及んでおり、その丘陵先

端の地形に合わせ、幅2.0ｍ、長さ

7.0〜12.0ｍ及び28.0ｍのトレンチ

を20か所設定し、地山面で遺構検

出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　約400㎡（対象面積7,695㎡）

⑽ 調 査 結 果 　地表下約50㎝で風化した花崗岩

層（真砂土）の地山となっており、

その北東部で竪穴建物跡や土坑、

南端部で木炭窯を発見した。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構の発見により、その扱いに

ついて事業者側と協議を行った。

工事計画が変更できないことから

５月13日付埋蔵文化財発掘の届出

を受理し、５月14日付教文第02013

号文書により工事着手前の発掘調

査の実施を指示した。記録保存を

目的とした発掘調査は令和３年７

月に実施した（一関市教育委員会

2024『岩手県一関市埋蔵文化財発

掘調査報告書第38集本木・地の神

Ⅱ遺跡発掘調査報告書　土石採取

事業に伴う発掘調査』）。

写真3　平成28年航空写真

T2

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

試掘調査地点

包蔵地「地の神Ⅱ」

包蔵地「本木」

0 20mS=1/6000

図5　本木・地の神Ⅱ試掘調査位置図

トレンチ２

Ⅰ層　10YR3/2 黒褐色シルト。しまりなし。粘性なし。表土。層厚 15 ～ 20 ㎝。

Ⅱ層　10YR3/2 黒褐色シルト。ややしまりあり。粘性なし。層厚 15 ～ 20 ㎝。

Ⅲ層　10YR5/6 黄褐色粘土質シルト。ややしまりあり。やや粘性あり。直径 7 ～

12 ㎝の亜円礫を少量含む。地山。層厚 15 ～ 30 ㎝。

Ⅳ層　10YR7/4にぶい黄褐色砂質。しまりなし。粘性なし。地山（風化した花崗岩層）。
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図6　本木・地の神Ⅱトレンチ配置図

写真4　トレンチ掘削状況 写真5　調査区遠景
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３  新一関市立室根小学校用地

⑴ 所 在 地 　一関市室根町矢越字五反田41-2

⑵ 調 査 期 日 　令和２年４月27日

⑶ 担 当 者 　光井文行、小澤絵美

⑷ 遺跡の種類 　埋蔵文化財包蔵地外

⑸ 遺跡の現状 　学校

⑹ 工事主体者 　一関市長（都市整備課）

⑺ 工事の目的 　新一関市立室根小学校校舎等建設

工事

⑻ 調 査 方 法 　対象地北西部の平坦地に幅1.4ｍ、

長さ4.0ｍのトレンチを５か所設定

し、地山面で遺構検出作業を実施し

た。

⑼ 調 査 面 積 　28.0㎡（対象面積1,694.92㎡）

⑽ 調 査 結 果 　対象地区北西部の平坦地は厚い盛

土で覆われ、その南側（校庭）は一

段低く造成されている。全体に地形

が改変されていると考えられ、遺構・

遺物は発見できなかった。

⑾ 取 り 扱 い 　試掘調査で遺構・遺物が発見でき

ず、埋蔵文化財包蔵地でもないこと

から、５月１日付教文第02001号文

書による試掘調査の回答をもって、

埋蔵文化財の手続きを終了した。

写真6　令和元年航空写真

T2 T4

Ⅰ

Ⅱa

Ⅱb

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

試掘調査地点

0 20mS=1/6000

図7　新一関市立室根小学校用地試掘調査位置図

トレンチ４

Ⅰ層　砕石層。層厚 30 ㎝。

Ⅱ層　10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。しまりなし。粘性なし。攪

乱層（1.0 ｍ掘り下げ）。

トレンチ２

Ⅰ層　10YR5/4 にぶい黄褐色シ

ルト。しまりなし。粘性なし。

表土。層厚 30 ㎝。

Ⅱ a 層　10YR5/3 にぶい黄褐色

質シルト。しまりなし。粘性な

し。層厚 20 ㎝。

Ⅱ b 層　10YR4/3 に ぶ い 黄 褐

色質シルト。しまりなし。粘性

なし。直径６～ 10 ㎝の亜角礫

を多く含む。層厚 20 ㎝。

Ⅲ層　10YR8/4浅黄橙色。砂質。

固くしまる。粘性なし。地山（風

化した花崗岩層）。
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写真7　調査風景 写真８　トレンチ掘削状況

図８　新一関市立室根小学校用地トレンチ配置図
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４  西光寺裏遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市萩荘字中町73-1

⑵ 調 査 期 日 　令和２年８月７日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文）

⑸ 遺跡の現状 　宅地

⑹ 工事主体者 　個人

⑺ 工事の目的 　個人住宅新築工事

⑻ 調 査 方 法 　対象地は西光寺裏遺跡の南端部に

位置する。部幅1.2ｍのトレンチを

専用住宅部分に３か所、カーポート

部分に１か所設定し、地山面で遺構

検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　25.2㎡（対象面積150㎡）

⑽ 調 査 結 果 　専用住宅部分に設定したトレンチ

から竪穴遺構１基、柱穴60口を検

出し、複数の掘立柱建物の存在を確

認した。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構の発見により、その扱いにつ

いて事業者側と協議を行ったが、工

事計画が変更できないことから、８

月７日付教文第05005号文書により

工事着手前の発掘調査の実施を指示

した。10月12日付埋蔵文化財発掘

の届出を受理し、10月13日付教文

第07004号文書によって改めて発掘

調査を指示した。発掘調査は令和３

年10月から12月、令和４年７月か

ら11月と２回に分けて実施した（一

関市教育委員会2023『岩手県一関

市埋蔵文化財発掘調査報告書第36

集西光寺裏遺跡発掘調査報告書　個

人住宅新築工事に伴う発掘調査』）。

写真９　令和元年航空写真

試掘調査地点

包蔵地「西光寺裏」

0 20mS=1/6000

図９　西光寺裏試掘調査位置図
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写真12　遺構検出状況

写真10　調査開始前の状況

写真13　遺構検出状況

写真11　調査風景

図10　西光寺裏トレンチ配置図

包蔵地「西光寺裏」

トレンチ１

対象地

道

トレンチ２

トレンチ３

トレンチ４

0 30m
S=1/500

T1

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

トレンチ１

Ⅰ層　 10YR3/4黒褐色砂質シルト。

しまりなし。粘性なし。表土。

層厚 20 ㎝。

Ⅱ層　 10YR2/2 黒褐色粘土質。し

まりあり。粘性あり。層厚

35 ㎝。

Ⅲ層　 10YR5/6 黄褐色粘土質。し

まりあり。粘性あり。地山。
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５  骨寺村荘園遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市厳美町字駒形87

⑵ 調 査 期 日 　令和２年９月４日

⑶ 担 当 者 　光井文行、阿部充

⑷ 遺跡の種類 　その他の遺跡（荘園）（縄文、平安、

中世、近世、近代）

⑸ 遺跡の現状 　宅地

⑹ 工事主体者 　個人

⑺ 工事の目的 　浄化槽設置工事

⑻ 調 査 方 法 　対象地は骨寺村荘園遺跡のおおよ

そ中央部に位置する。対象地の1.5

ｍ×3.0ｍの範囲を重機で掘り下げ

て遺構検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　28㎡（対象面積28.6㎡）

⑽ 調 査 結 果 　遺構・遺物は発見できなかったが、

対象地北側は本寺川をはさんで水田

が広がる低湿地であり、調査区でも

表土下約50㎝が地山の砂層になっ

ているという地形に関わる情報が得

られた。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物は発見できなかったた

め、９月11日付埋蔵文化財発掘の

届出を受理し、９月11日付教文第

06007号により慎重工事の実施を指

示した。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

写真14　令和元年航空写真

試掘調査地点

0 20mS=1/6000

図11　骨寺村荘園試掘調査位置図

Ⅰ層　10YR2/2 黒褐色シルト。しまりなし。粘性なし。表土。層厚 40 ㎝。

Ⅱ層　10YR2/1 黒色粘土質シルト。やや粘性あり。直径 5 ～ 10 ㎝の小石

を少量含む。層厚 20 ㎝。

Ⅲ層　10YR4/4 褐色砂質。しまりあり。粘性なし。直径 1 ～ 2 ㎝の小石を

多く含み、直径５～ 10 センチの小円礫も少量含む。地山。
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倉庫

倉庫

対象地

浄化槽設置位置

トレンチ

道

0 30m
S=1/500

図12　骨寺村荘園トレンチ配置図

写真17　トレンチ掘削状況

写真15　調査開始前の状況

写真18　トレンチ内土層堆積状況

写真16　調査風景
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６  大平遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市狐禅寺字大平125-4

⑵ 調 査 期 日 　令和２年11月９日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文、平安）

⑸ 遺跡の現状 　原野

⑹ 工事主体者 　有限会社東西不動産ホーム

⑺ 工事の目的 　草地造成

⑻ 調 査 方 法 　対象地は大平遺跡南東部に位置す

る隣接地である。丘陵南斜面に幅２

ｍ、長さ10ｍのトレンチと、幅２ｍ、

長さ４ｍのトレンチを設定して遺構

検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　28㎡（対象面積280㎡）

⑽ 調 査 結 果 　表土下0.8ｍまで掘り下げたが、

堆積土はしまりのない砂の堆積であ

り、遺構・遺物は発見できなかった。

南側の道路建設の際、地形が削平さ

れた可能性がある。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物は発見できなかったた

め、11月25日付埋蔵文化財発掘の

届出を受理し、11月25日付教文第

08017号により慎重工事の実施を指

示した。

T1

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

写真19　令和元年航空写真

試掘調査地点

包蔵地「大平」

0 20mS=1/6000

図13　大平試掘調査位置図

トレンチ１

Ⅰ層　10YR6/4 にぶい黄橙色。砂質。しまりなし。

粘性なし。直径約２㎝の灰黄褐色（10YR6/2）の

パミスを少量含む。層厚 30 ㎝。

Ⅱ層　10YR5/6 黄褐色。砂質。ややしまりあり。

粘性なし。にぶい黄橙色（10YR7/2）粘土質シル

トのブロックを含む。層厚 25 ㎝。

Ⅲ層　5G6/1 緑灰色。砂質。しまりなし。粘性なし。
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写真20　調査風景

トレンチ１

トレンチ２

道

道

0 30mS=1/1000

図14　大平トレンチ配置図
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７  薄衣城遺跡（米倉舘遺跡）

⑴ 所 在 地 　一関市川崎町薄衣字畑の沢141-5、

字古舘168

⑵ 調 査 期 日 　令和２年12月９日、12月11日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　城館跡（中世）

⑸ 遺跡の現状 　水田

⑹ 工事主体者 　県南広域振興局農政部一関農村整

備センター

⑺ 工事の目的 　農地中間管理機構関連農地整備事業

⑻ 調 査 方 法 　対象地は薄衣城遺跡の南西部に位

置する。そのうち市指定史跡の範囲

内に幅約２ｍ、長さ５〜14ｍのト

レンチを６か所設定し、地山面で遺

構検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　104㎡（対象面積1,650㎡）

⑽ 調 査 結 果 　東端部を除くすべてのトレンチか

ら竪穴状遺構４基、カマド状遺構１

基、土坑１基、柱穴20口以上の遺

構を発見し、土師器や須恵器など古

代の遺物が出土した。土師器はロク

ロ調整を行ったものが多く、須恵系

土器も出土しているなど、10世紀

以降の資料が多い（表２）。

 　図17-１は須恵系土器の杯である。

須恵系土器は10世紀前葉に出現す

る土器であるが、次第に器高が低く

なる傾向がある。この杯は多賀城周

辺の資料ではあるが10世紀後半か

ら11世紀前半にかけての資料に類

例がある（『多賀城市内の遺跡２―

平成31年度ほか発掘調査報告書―』

「ⅩⅫ　市川橋遺跡第98次調査」多

賀城市教育委員会　令和２年３月）。３は口縁部から体部にかけて円筒形を呈し、口縁部

の下には低い粗雑な隆帯があることから鍔が退化した羽釜と考えられる。２は土師器高台

付杯である。高台内の中央には糸切痕が残り、その周囲に爪状圧痕と呼ばれる細長い点列

が一周している。対象地区西側の１・２トレンチでは盛土から比較的多くの土器が出土し

ているが、遺跡外から搬入された可能性も考慮する必要がある。

写真21　令和元年航空写真

試掘調査地点

包蔵地「薄衣城」

0 20mS=1/6000

図15　薄衣城試掘調査位置図
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⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物の発見により、その取扱いについて協議を行う必要がある旨12月23日付教

文第09014号文書で通知した。

図16　薄衣城トレンチ配置図

表２　薄衣城出土遺物集計表

●
●

●

●
●

Ｔ1
Ｔ2

Ｔ3
Ｔ4

Ｔ5-1

Ｔ5-2

畑の沢取水場

S=1/150
0 5m

種別 器種 調整

Ｔ１ Ｔ２ Ｔ３ Ｔ４

不明 合計
黒
褐
色
土

暗
褐
色
土

旧
表
土

盛
土

SI
１

SI
２

SX
１

SX
２

盛
土

Ⅲ
層

不
明

埋
土

土師器

杯

非ロクロ

ロクロ 1 1 1 2 3 2 10

不明 1 2 1 4

高台杯 ロクロ 1 1 2

甕

非ロクロ 1 1

ロクロ 2 1 1 1 5

不明 5 1 1 4 1 5 17

羽釜 ロクロ 1 1

須恵器
杯 1 1

甕 1 2 1 4

須恵系土器
杯 1 1

皿 1 1

不明 杯 ロクロ 1 1

合計 48

T2

Ⅰ

Ⅱa

Ⅲ

Ⅱb

トレンチ２

Ⅰ層　10YR4/3 にぶい黄褐色。粘

土質シルト。しまりなし。粘性あ

り。表土。層厚 20 ㎝。

Ⅱ a 層　10YR5/8 黄褐色。シルト。

かたくしまる。粘性なし。直径 10

㎝未満の亜角礫を少量含む。盛土。

層厚 30 ㎝。

Ⅱ b 層　10YR3/3 暗褐色。シルト。

かたくしまる。粘性なし。土師器、

須恵器などの土器片を含む。盛土。

層厚 40 ㎝。

Ⅲ層　10YR4/4褐色。砂質シルト。

しまりあり。粘性なし。地山。
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写真24　トレンチ掘削状況

写真22　トレンチ内遺物出土状況

写真25　調査区遠景

写真23　須恵系土器出土状況

0 10cmS=1/3

１ ２ ３

写真入る

図17　薄衣城出土遺物

番号 種　類
出土地区 特徴 口　径 底　径

器　高
層　位 外　面 内　面 残存率 残存率

1 須恵系土器・杯 T4（北側）
【口縁〜体部】ロクロナデ

【底部】回転糸切り
ロクロナデ

15 6.7
4.2

6/24 24/24

2 土師器・高台付杯
T2（北側）

竪穴状遺構

【底部】糸切→高台添付→ロ

クロナデ→爪状圧痕
ヘラミガキ→黒色処理

7.8

24/24

3 土師器・羽釜
T2

盛土

【口縁・体部】ロクロナデ→

鍔添付→ヨコナデ
ロクロナデ

（7.6）

2/24
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８  板倉遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市大東町猿沢字板倉53-13

⑵ 調 査 期 日 　令和２年12月14日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文、平安）

⑸ 遺跡の現状 　原野

⑹ 工事主体者 　楽天モバイル株式会社

⑺ 工事の目的 　携帯電話無線基地局建設工事

⑻ 調 査 方 法 　対象地は板倉遺跡の北側中央部

に位置する。事業予定地に幅1.2ｍ、

長さ1.4ｍのトレンチを設定して、

地山面で遺構検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　1.68㎡（対象面積2.25㎡）

⑽ 調 査 結 果 　地表下75㎝までは盛土や表土と

なっており、遺構・遺物は発見でき

なかった。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物は発見できず、工事予

定地は地山まで掘削が終了している

ため、12 月 24 日付教文第 09015 号

文書により慎重工事の実施を指示し

た。

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

写真26　令和元年航空写真

0 20mS=1/6000

包蔵地「板倉」

試掘調査地点

図18　板倉試掘調査位置図

Ⅰ a 層　10YR4/2 灰黄褐色。砂質シルト。ややし

まりあり。粘性なし。表土。層厚 10 ㎝。

Ⅰb層　10YR7/4にぶい黄橙色。砂質。しまりなし。

粘性なし。盛土。層厚 25 ㎝。

Ⅱ層　10YR3/1 黒褐色。粘土質シルト。ややしま

りあり。やや粘性あり。旧表土。層厚 20 ㎝。

Ⅲ層　10YR4/4 褐色シルトと 10YR5/6 黄褐色シ

ルトの混合土。ややしまりあり。やや粘性あり。

10YR3/2 黒褐色粘土質シルトの小ブロックを多く

含む。層厚 20 ㎝。

Ⅳ層　10YR5/6 黄褐色。粘土質。しまりあり。強

い粘性あり。地山。
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写真27　トレンチ掘削状況 写真28　土層堆積状況

図19　板倉トレンチ配置図

トレンチ

調査対象地

道

道

0 30m
S=1/500
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９  源八遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市大東町摺沢字百目木194-1

⑵ 調 査 期 日 　令和３年３月16日

⑶ 担 当 者 　光井文行、阿部充

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文）

⑸ 遺跡の現状 　原野（牧草地）

⑹ 工事主体者 　株式会社ハウスプロデュース

⑺ 工事の目的 　太陽光パネル設置工事

⑻ 調 査 方 法 　対象地は源八遺跡のほぼ中央部に

位置する。幅1.2ｍ、長さ6.0ｍのト

レンチを４か所設定して、地山面で

遺構検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　288.8㎡（対象面積3,283㎡）

⑽ 調 査 結 果 　表土下20㎝が地山となっており、

遺構・遺物は発見できなかった。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物は発見できなかったた

め、３月29日付埋蔵文化財発掘の

届出を受理し、令和３年３月31日

付教文第12031号文書により慎重工

事の実施を指示した。

T2

Ⅰ

Ⅱ

写真29　令和元年航空写真

試掘調査地点

包蔵地「源八」

0 20mS=1/6000

図20　源八試掘調査位置図

トレンチ２

Ⅰ層　10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。しま

りなし。やや粘性あり。表土。層厚 20 ㎝。

Ⅱ層　10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト。しまりあ

り。やや粘性あり。パミスを少量含む。
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写真32　調査前の状況

写真30　調査区遠景

写真33　トレンチ掘削状況

写真31　調査区遠景

図21　源八トレンチ配置図

道

調査対象地

隣家

沼地

トレンチ２

トレンチ１ トレンチ４

トレンチ３

0 50mS=1/1000
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10  物見石Ⅱ遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市千厩町奥玉字物見石22-7

⑵ 調 査 期 日 　令和３年３月９日

⑶ 担 当 者 　光井文行、阿部充

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文）

⑸ 遺跡の現状 　畑地

⑹ 工事主体者 　株式会社旭テクノロジー

⑺ 工事の目的 　太陽光パネル設置工事

⑻ 調 査 方 法 　対象地は物見石Ⅱ遺跡の南側に位

置する。事業予定地に幅1.2ｍ、長

さ６〜８ｍのトレンチを６か所設定

して、遺構検出作業を実施した。

⑼ 調 査 面 積 　48.0㎡（対象面積320㎡）

⑽ 調 査 結 果 　地表下75㎝の地山面で遺構検出

作業を実施したが、遺構・遺物は発

見できなかった。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物は発見できなかったた

め、３月22日付埋蔵文化財発掘の

届出を受理し、令和３年３月25日

付教文第12020号文書により慎重工

事の実施を指示した。

T6

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ 写真34　令和元年航空写真

試掘調査地点

包蔵地「熊ノ沢」

包蔵地「物見石Ⅱ」

包蔵地「物見石Ⅲ」

0 20mS=1/6000

図22　物見石Ⅱ試掘調査位置図

トレンチ６

Ⅰ層　10YR3/1 黒褐色シルト。しまりなし。粘性

なし。表土。層厚 20 ㎝。

Ⅱ層　10YR2/1 黒色シルト。ややしまりあり。や

や粘性あり。明黄褐色シルトの小ブロックを含む。

層厚 20 ㎝。

Ⅲ層　10YR2/1 黒色粘土質シルト。しまりあり。

粘性あり。直径約５㎝の亜角礫を少量含む。層厚

15 ㎝。

Ⅳ層　10YR2/3 黒褐色砂質シルト。ややしまりあ

り。やや粘性あり。明黄褐色砂質シルトの小ブロッ

クを少量含む。層厚 20 ㎝。

Ⅴ層　10YR6/1 明黄褐色砂質シルト。ややしまり

あり。やや粘性あり。
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写真37　調査区全景

写真35　調査区遠景

写真38　トレンチ掘削状況

写真36　調査開始前の状況

図23　物見石Ⅱトレンチ配置図

トレンチ１

トレンチ２トレンチ３

トレンチ４

計画範囲

トレンチ５

トレンチ６

0 30m
S=1/500
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Ⅱ  工事立会

１  臥牛館遺跡（伏牛館遺跡）

⑴ 所 在 地 　一関市山目字館46-1

⑵ 立 会 期 日 　令和２年５月16日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　城館跡（中世末）

⑸ 遺跡の現状 　磐井中学校グランド

⑹ 工事主体者 　一関市長（教育総務課）

⑺ 工事の目的 　磐井中学校グランド埋設基礎撤去

工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は臥牛館遺跡の北部に位置

する。市立磐井中学校のグランド内

に残る旧山目中学校校舎の建物基礎

を撤去するもので、露出する３か所

の基礎の撤去作業に立ち会った。

⑼ 立 会 面 積 　不明（対象面積６㎡）

⑽ 立 会 結 果 　表土は除染のため除去されて10

㎝未満であり、遺構・遺物は発見で

きなかった。

Ⅰ

Ⅱ

写真39　令和元年航空写真

0 20mS=1/6000

包蔵地「臥牛館」

工事立会地点

図24　臥牛館立会位置図

地点３

Ⅰ層　10YR4/3 にぶい黄褐色砂質。しまりなし。

粘性なし。直径１㎝の小石を少量含む。表土。層

厚６㎝。

Ⅱ層　10YR7/4 にぶい黄褐色粘土質シルト。しま

りあり。やや粘性あり。下層に明褐色（7.5YR5/8）

砂質を含む。地山（40 ㎝掘り下げ）。

−30−



２  小石名沢古館遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市山目字三反田212-2、212-4

⑵ 立 会 期 日 　令和２年６月９日

⑶ 担 当 者 　光井文行、小澤絵美

⑷ 遺跡の種類 　城館跡擬定地（中世末）

⑸ 遺跡の現状 　宅地（埋蔵文化財包蔵地の南東部

に隣接）

⑹ 工事主体者 　個人

⑺ 工事の目的 　既存住宅解体工事及び個人住宅新

築建設

⑻ 立 会 方 法 　対象地は小石名沢古館遺跡の南西

部隣接地である。既存住宅の基礎撤

去の際に立ち会った。幅1.2ｍ×長

さ1.6〜1.8ｍのトレンチを３条設定

し、地山面で遺構確認を実施した。

⑼ 立 会 面 積 　6.0㎡（対象面積147㎡）

⑽ 立 会 結 果 　表土下0.7〜1.0ｍで地山の黄褐色

砂礫層が現れたが、遺構・遺物は発

見できなかった。

T1

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

写真40　令和元年航空写真

工事立会地点

包蔵地「小石名沢古館」

0 20mS=1/6000

図25　小石名沢古館立会位置図

トレンチ１

Ⅰ層　10YR3/2 黒褐色粘土質。粘性あり。しまりなし。砂や酸化

鉄をやや多く含む。層厚 20 ㎝。

Ⅱ層　10YR2/1 黒色砂質シルト。ややしまりあり。やや粘性あり。

直径0.5㎝の小礫を多く含む。層厚10㎝（トレンチ３では層厚30㎝）。

Ⅲ層　10YR5/8 黄褐色砂礫。直径５～ 20 ㎝の小円礫を多く含む。

地山（20 ㎝掘り下げ）。
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図26　小石名沢古館トレンチ配置図

トレンチ１

包蔵地「小石名沢古館」

トレンチ２

トレンチ３

0 20ｍS＝1/500
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３  小石名沢古館遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市山目字三反田73-3

⑵ 立 会 期 日 　令和２年９月７日

⑶ 担 当 者 　光井文行、阿部充

⑷ 遺跡の種類 　城館跡擬定地（中世末）

⑸ 遺跡の現状 　宅地（埋蔵文化財包蔵地の南東部

に隣接）

⑹ 工事主体者 　個人

⑺ 工事の目的 　既存住宅解体工事及び個人住宅新

築建設

⑻ 立 会 方 法 　対象地は小石名沢古館遺跡の南東

部にあたる。建物建設予定地内に東

西方向のトレンチを設定して遺構検

出作業を実施した。

⑼ 立 会 面 積 　8.5㎡（対象面積349.57㎡）

⑽ 立 会 結 果 　表土下0.5〜0.7ｍで暗褐色土や砂

礫層からなる地山が現れ、砂礫層

は直径約20㎝の円礫を含んでいた。

遺構・遺物は発見できなかった。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲa

Ⅲb

写真41　令和元年航空写真

包蔵地「小石名沢古館」

工事立会地点

0 20mS=1/6000

図27　小石名沢古館立会位置図

Ⅰ層　10YR4/3 にぶい黄褐色シルト。ややしまり

あり。粘性なし。表土。層厚 30 ㎝。

Ⅱ層　10YR2/2 黒褐色シルト。ややしまりあり。

粘性なし。炭化物粒を少量含む。層厚 20 ㎝。

Ⅲ a 層　10YR3/4 暗褐色シルト。ややしまりあり。

やや粘性あり。黄褐色（10YR6/6）の小粒を少量

含む。地山。層厚 20 ㎝。

Ⅲ b 層　10YR3/4 暗褐色砂礫。ややしまりあり。

粘性なし。直径約 20 ㎝の川原石などをやや多く含

む。地山。
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図28　小石名沢古館トレンチ配置図

トレンチ

申請建物

境界

S=1/200
0 10m
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４  千厩城遺跡（茶臼館遺跡）

⑴ 所 在 地 　一関市千厩町千厩字舘山50

⑵ 立 会 期 日 　令和２年６月23日、７月３日、

８月３日、８月31日

⑶ 担 当 者 　光井文行、小澤絵美

⑷ 遺跡の種類 　城館跡（中世）

⑸ 遺跡の現状 　公共施設

⑹ 工事主体者 　一関市長（千厩支所地域振興課）

⑺ 工事の目的 　千厩市民センター及び千厩体育館

への公共下水道接続工事及び既存浄

化槽撤去工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は千厩城遺跡の北東部に位

置しており、下水道接続工事で３回、

浄化槽撤去工事で１回の掘削に立ち

会った。浄化槽撤去工事では幅2.4

ｍ、長さ12.0ｍのトレンチを１か所

設定して、地山面で遺構検出作業を実施した。

⑼ 立 会 面 積 　40.1㎡（対象面積241.8㎡）

⑽ 立 会 結 果 　いずれの掘削部でも地表面（アスファルト）下は砕石層や砂層であり、№２区では地山

面に重機の掘削痕が残っていた。周辺施設建設時の造成が地山まで及んでいたと見られる。

遺構・遺物は発見できなかった。

写真42　令和元年航空写真

工事立会地点

包蔵地「千厩城」

0 20mS=1/6000

図29　千厩城立会位置図
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立会１ 立会２ 立会３ 立会４

Ⅰa

Ⅰb

Ⅰc

Ⅰd

Ⅱ

Ⅰa

Ⅰb

Ⅰc

Ⅱ

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱa

Ⅱb

Ⅰa

Ⅰb

Ⅰc

Ⅱa

Ⅱb

立会１

Ⅰ a 層　アスファルト。層厚 10 ㎝。

Ⅰ b 層　砕石層。層厚 30 ㎝。

Ⅰ c 層　砂利層。直径３～５㎝の亜円礫を多く含む。層厚 30 ㎝。

Ⅰ d 層　10YR4/3 にぶい黄褐色。砂質層。ややしまりあり。粘性なし。直径３㎝の亜円礫を少量含む。層厚 10 ㎝。

Ⅱ層　10YR7/2 にぶい黄燈色。砂質層（風化した花崗岩層）。しまりあり。粘性なし。1.3 ｍ掘り下げ。

立会２

Ⅰ a 層　アスファルト。層厚５㎝。

Ⅰ b 層　10YR4/3 にぶい黄褐色。砂利層。ややしまりあり。粘性なし。層厚 38 ㎝。

Ⅰ c 層　10YR4/4 褐色砂利層。しまりあり。粘性なし。層厚 22 ㎝。

Ⅱ層　10YR7/2 にぶい黄燈色。砂質層（風化した花崗岩層）。しまりあり。粘性なし。1.8 ｍ掘り下げ。

立会３

Ⅰ a 層　アスファルト。層厚 10 ㎝。

Ⅰ b 層　砕石層。層厚 30 ㎝。

Ⅱ a 層　10YR5/4 にぶい黄褐色。砂質。しまりあり。粘性なし。地山（風化した花崗岩層）。層厚 10 ㎝。

Ⅱ b 層　10YR6/4 にぶい黄橙色。砂質。固くしまる。粘性なし。灰白色（10YR8/1）のパミス（浮石）を多く含み、直

径約１㎝の褐色（10YR4/4）の小亜角礫や、金雲母も含む。地山。1.1 ｍ掘り下げ。

立会４

Ⅰ a 層　砕石層。層厚６㎝。

Ⅰ b 層　アスファルト。層厚６㎝。

Ⅰ c 層　10YR4/3 にぶい黄褐色。砕石層。しまりなし。粘性なし。層厚 30 ㎝。

Ⅱ a 層　10YR7/4 にぶい黄橙色。砂質。しまりあり。粘性なし。黄褐色（10YR5/6）砂質を帯状に含む。地山（風化し

た花崗岩層）。層厚 30 ㎝。

Ⅱ b 層　10YR4/2 灰黄褐色。砂質シルト。しまりあり。粘性なし。灰白色（10YR8/1）の浮石を少量含む。地山。
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写真43　立会3地点遠景

写真45　立会２地点作業風景

写真47　立会２地点地山面の削平状況

写真44　立会１地点作業風景

写真46　立会3地点地山面検出状況

写真48　立会１地点土層堆積状況

−37−



図30　千厩城トレンチ配置図

千厩市民センター

千厩武道館

千厩体育館

立会１

立会３

立会４

立会２

下水管

掘削範囲

浄化槽

S=1/2000 10m
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５  月町遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市赤荻字月町63-3地先

⑵ 立 会 期 日 　令和２年７月13日、15日、16日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（平安）

⑸ 遺跡の現状 　道路

⑹ 工事主体者 　一関市長（下水道課）

⑺ 工事の目的 　下水道管埋設工事

⑻ 立 会 方 法 　市道を開削するにあたり、トレン

チ１・３〜６は幅約0.7ｍ、長さ約

２ｍ、トレンチ２は幅約0.7ｍ、長

さ約0.7ｍを重機で掘削し、地山上

面で遺構検出作業を行った。

⑼ 立 会 面 積 　9.8㎡（対象面積223㎡）

⑽ 立 会 結 果 トレンチ２で東西方向に伸びる溝跡

を検出し、埋土から陶磁器４点が出

土した。

⑾ 取 り 扱 い 　遺構・遺物の発見によりその扱い

について下水道課と協議を行った

が、工事内容が変更できないことか

ら、７月30日付教文第04016号文書

により工事着手前の発掘調査を勧告

した。７月27日付埋蔵文化財発掘

の通知が提出され、７月28日付教

文第04016号文書により改めて工事

に際して事前の発掘調査を勧告し、

９月から発掘調査を実施した（一関

市教育委員会2021『岩手県一関市

埋蔵文化財発掘調査報告書第31集

月町遺跡発掘調査報告書　磐井川流

域関連一関公共下水道月町地区枝線

工事に伴う発掘調査』）。

工事立会地点

包蔵地「月町」

0 20mS=1/6000

図31　月町立会位置図

写真49　令和元年航空写真
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図32　月町トレンチ配置図

トレンチ１

トレンチ２

トレンチ５

包蔵地「月町」

トレンチ６

トレンチ４

トレンチ３

0 100m
S=1/2500

写真50　トレンチ２溝跡検出状況 写真51　トレンチ２土層堆積状況
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６  七郎五郎遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市藤沢町黄海字天堤249-3

⑵ 立 会 期 日 　令和２年７月14日

⑶ 担 当 者 　菅原孝明

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文）

⑸ 遺跡の現状 　宅地（埋蔵文化財包蔵地の南西部

に隣接）

⑹ 工事主体者 　個人

⑺ 工事の目的 　既存住宅解体工事及び個人住宅新

築工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は七郎五郎遺跡が所在する

丘陵部の南西部に隣接する低地であ

り、既存住宅の基礎撤去工事に立ち

会い、幅約２ｍ、長さ約８ｍの範囲

で土層断面の観察を行った。

⑼ 立 会 面 積 　17.6㎡（対象面積118.95㎡）

⑽ 立 会 結 果 　遺構・遺物は発見できなかった。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

包蔵地「七郎五郎」

工事立会地点

0 20mS=1/6000

図33　七郎五郎立会位置図

写真52　平成28年航空写真

Ⅰ層　10YR7/4 にぶい黄燈色砂質。しまりなし。

粘性なし。盛土。層厚 10 ㎝。

Ⅱ層　10YR2/2・10YR2/3 黒褐色粘土質シルト。

ややしまりあり。粘性あり。層厚 20 ㎝。

Ⅲ層　10YR5/6 黄褐色砂利層。しまりなし。粘性

なし。直径 20 ～ 40 ㎝の川原石を多く含む。地山（60

㎝掘削）。
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７  骨寺村荘園遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市厳美町字駒形145

⑵ 立 会 期 日 　令和２年７月16日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　その他の遺跡（荘園）　（縄文、平

安、中世、近世、近代）

⑸ 遺跡の現状 　宅地

⑹ 工事主体者 　個人

⑺ 工事の目的 　浄化槽設置工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は骨寺村荘園遺跡のおおよ

そ中央部に位置しており、対象地の

1.5ｍ×2.0ｍの範囲で遺構検出作業

を実施した。

⑼ 立 会 面 積 　３㎡（対象面積28.6㎡）

⑽ 立 会 結 果 　表土下約30㎝で地山は大型の円

礫を含む砂利層となっており、遺構・

遺物は発見できなかった。

工事立会地点

0 20mS=1/6000

図34　骨寺村荘園立会位置図

写真53　工事対象地掘削状況 写真54　砂利層検出状況
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８  野中遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市赤荻字松木231-2

⑵ 立 会 期 日 　令和２年８月28日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（弥生）

⑸ 遺跡の現状 　宅地（埋蔵文化財包蔵地の西側に

隣接）

⑹ 工事主体者 　個人

⑺ 工事の目的 　既存住宅解体工事及び個人住宅新

築工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は野中遺跡の西側約35ｍ

の隣接地である。住宅の基礎コンク

リート除去後、1.0ｍ×4.0ｍ範囲で

遺構検出作業を行った。

⑼ 立 会 面 積 　４.0㎡（対象面積4.0㎡）

⑽ 立 会 結 果 　地表下1.1ｍの地山まで掘り下げ

たが、遺構・遺物は発見できなかっ

た。

工事立会地点

包蔵地「野中」

0 20mS=1/6000

図35　野中立会位置図

写真55　令和元年航空写真

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ層　10YR3/4 暗褐色砂質シルト。しまりなし。

粘性なし。直径 1 ～ 2 ㎝の小石を多く含む。盛土。

層厚 40 ㎝。

Ⅱ層　10YR2/2 黒褐色粘土質シルト。ややしまり

あり。やや粘性あり。旧表土。層厚 40 ㎝。

Ⅲ層　10YR3/1 黒褐色粘土質シルト。ややしまり

あり。粘性あり。褐色（10YR4/4）シルトの小ブロッ

クを少量含む。層厚 30 ㎝。

Ⅳ層　10YR4/4 褐色シルト。ややしまりあり。や

や粘性あり。地山。
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９  大洞地遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市大東町渋民字大洞地54-2、

54-4、54-9、55-1

⑵ 立 会 期 日 　令和２年10月26日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文、古代、近世）

⑸ 遺跡の現状 　道路

⑹ 工事主体者 　一関市長（建設整備課）

⑺ 工事の目的 　水路設置工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は大洞地遺跡の北西部にあ

たる隣接地である。幅１ｍ、長さ2.5

ｍの範囲で遺構検出作業を実施し

た。

⑼ 立 会 面 積 　2.5㎡（対象面積48㎡）

⑽ 立 会 結 果 　地表下1.3ｍまで掘り下げたが、

遺構・遺物は発見できなかった。

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱ

Ⅲ

工事立会地点

包蔵地「大洞地」

包蔵地「渋民萩館」

0 20mS=1/6000

図36　大洞地立会位置図

写真56　令和元年航空写真

Ⅰ a 層　砕石層。層厚 20 ㎝。

Ⅰ b 層　10YR4/8 浅黄橙色。砂質。しまりなし。

粘性なし。直径３～５㎝の小石を含み、金雲母を

多く含む。層厚 40 ㎝。

Ⅱ層　10YR4/1 褐灰色。砂質。ややしまりあり。

粘性なし。直径約５㎝の小石を少量含み、酸化鉄

や金雲母をやや多く含む。層厚 30 ㎝。

Ⅲ層　10YR4/1 褐灰色。砂質。ややしまりあり。

40 ㎝掘り下げ。
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10  畑中Ⅳ遺跡

⑴ 所 在 地 　一関市大東町大原字朝米前 18、

字杉本31、字上大原下160、196

⑵ 立 会 期 日 　令和２年11月27日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文）

⑸ 遺跡の現状 　道路

⑹ 工事主体者 　一関市長（建設整備課）

⑺ 工事の目的 　歩道設置工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は畑中Ⅳ遺跡の北西部にあ

たる隣接地である。幅1.3ｍ、長さ

５ｍのトレンチを設定して遺構検出

作業を実施した。

⑼ 立 会 面 積 　6.5㎡（対象面積610㎡）

⑽ 立 会 結 果 　表土下1.0ｍまでは道路建設時の

盛土、その下層に盛土前の表土等が

あり、その下層は旧河川堆積物と

なっていた。遺構・遺物は発見でき

なかった。

工事立会地点

包蔵地「畑中Ⅳ」

包蔵地「畑中Ⅲ」

0 20mS=1/6000

図37　畑中Ⅳ立会位置図

写真57　令和元年航空写真

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ a 層　10YR4/2 灰黄褐色。砂質。しまりなし。

粘性なし。長径 30 ～ 40 ㎝の川原石を含む。盛土。

層厚 40 ㎝。

Ⅰ b 層　10YR3/2 黒褐色。砂質。しまりなし。粘

性なし。川原石を多く含む。盛土。層厚 60 ㎝。

Ⅱ層　10YR2/3 粘土質シルト。ややしまりあり。

やや粘性あり。小石を少量含む。旧表土。層厚20㎝。

Ⅲ層　10YR6/3 にぶい黄褐色。砂質シルト。しま

りなし。粘性なし。直径 10 ㎝未満の小石を少量含

む。層厚 20 ㎝。

Ⅳ層　10YR3/2 黒褐色。砂利層。しまりなし。粘

性なし。旧河川堆積物。30 ㎝掘り下げ。
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11  内館遺跡（松川城遺跡・久瑠美館遺跡）

⑴ 所 在 地 　一関市東山町松川字館68-6

⑵ 立 会 期 日 　令和２年11月27日

⑶ 担 当 者 　光井文行

⑷ 遺跡の種類 　散布地（縄文、中世）

⑸ 遺跡の現状 　公園

⑹ 工事主体者 　一関市長（東山支所産業建設課）

⑺ 工事の目的 　道路拡幅工事

⑻ 立 会 方 法 　対象地は内館遺跡の北東部にあた

る。畑に至る幅員1.4ｍの道路を幅

員1.8ｍに拡幅するため、手作業に

よる掘削工事に立ち会った。

⑼ 立 会 面 積 　12.0㎡（対象面積12㎡）

⑽ 立 会 結 果 　対象地は現道を造成する際に大幅

に削平されており、遺構・遺物は発

見できなかった。

工事立会地点

包蔵地「内館」

0 20mS=1/6000

図38　内館立会位置図

写真58　平成25年航空写真
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

栃
とち

倉
くら

館
だて

一
いちのせきし

関市萩
はぎ

荘
しょう

字
あざ

八
はちもり

森95-1

03209 OE03-

1358　

38°54′23″ 141°0′22″20200430 50.4㎡ 太陽光パ

ネル

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城館跡 中世末 なし なし 遺構はGL-100cm以

下にあるため慎重工

事

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

本
もと

木
き

・地
じ

の神
かみ

Ⅱ
２

一
いちのせきし

関市大
だいとうちょう

東 町

猿
さるさわ

沢字
あざ

本
もと

木
き

6-2、

9-6、33、35-1

03209 NF50-

2234　

NF50-

2254　

39°2′11″ 141°19′5″20200407

〜

20200423

約400㎡ 土石採取

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文 炭窯、土坑 なし 発掘調査実施
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

新
しん

一
いちの

関
せき

市
し

立
りつ

室
むろ

根
ね

小
しょう

学
がっ

校
こう

用
よう

地
ち

一
いちのせきし

関市室
むろ

根
ね

町
ちょう

矢
や

越
ごし

字
あざ

五
ご

反
たん

田
だ

41-2

03209 38°56′7″ 141°26′6″20200427 28㎡ 学校建設

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

西
さい

光
こう

寺
じ

裏
うら

一
いちのせきし

関市萩
はぎ

荘
しょう

字
あざ

中
なか

町
まち

73-1

03209 NE96-

2056　

38°55′29″ 141°6′51″20200807 25.2㎡ 個人住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文 柱穴 なし 発掘調査実施

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

骨
ほね

寺
でら

村
むら

荘
しょう

園
えん

一
いちのせきし

関市厳
げん

美
び

町
ちょう

字
あざ

駒
こま

形
がた

87

03209 NE72-

2283　

38°58′34″ 140°57′8″20200904 28.0㎡ 浄化槽設

置

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

その他の

遺跡（荘

園）

縄文、平安、中世、

近世、近代

なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

大
おお

平
だいら

一
いちのせきし

関市狐
こ

禅
ぜん

寺
じ

字
あざ

大
おお

平
だいら

125-4

03209 NE87-

1265　

38°55′59″ 141°10′9″20201109 28㎡ 草地造成

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文、平安 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

薄
うす

衣
ぎぬ

城
じょう

（米
よね

倉
くら

舘
だて

）

一
いちのせきし

関市川
かわ

崎
さき

町
ちょう

薄
うす

衣
ぎぬ

字
あざ

畑
はた

の沢
さわ

141-5

03209 OE19-

0129　

38°53′19″141°16′18″20201209

〜

20201211

104㎡ 農地整備

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文 なし なし
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

板
いた

倉
くら

一
いちのせきし

関市大
だい

東
とう

町
ちょう

猿
さる

沢
さわ

字
あざ

板
いた

倉
くら

53-13

03209 NF50-

2064　

39°1′58″ 141°17′42″20181210 1.7㎡ 携帯電話

無線基地

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文、平安 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

源
げん

八
ぱち

一
いちのせきし

関市大
だい

東
とう

町
ちょう

摺
すり

沢
さわ

字
あざ

百
どう

目
め

木
き

194-1

03209 NF71-

0157　

38°59′48″141°20′52″20210316 288.8㎡ 太陽光パ

ネル

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

物
もの

見
み

石
いし

Ⅱ
２

一
いちのせきし

関市千
せん

厩
まや

町
ちょう

奥
おく

玉
たま

字
あざ

物
もの

見
み

石
いし

22-7

03209 NE82-

1055　

38°57′44″141°23′18″20210309 48.0㎡ 太陽光パ

ネル

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

臥
が

牛
ぎゅう

館
だて

（伏
ふくぎゅうだて

牛館）

一
いちのせきし

関市 山
やまの

目
め

字
あざ

館
たて

46-1

03209 NE96-

0194　

38°56′24″ 141°7′25″ 2020

0516

不明 埋設基礎

撤去

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城館跡 中世末 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

小
こ

石
いし

名
な

沢
ざわ

古
ふる

館
だて

一
いちのせきし

関市 山
やまの

目
め

字
あざ

三
さん

反
たん

田
だ

212-2、

212-4

03209 NE96-

1183　

38°55′56″ 141°7′20″20200609 ６㎡ 個人住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城館跡

擬定地

中世末 なし なし
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

小
こ

石
いし

名
な

沢
ざわ

古
ふる

館
だて

一
いちのせきし

関市 山
やまの

目
め

字
あざ

三
さん

反
たん

田
だ

73-3

03209 NE96-

1183　

38°55′56″ 141°7′20″20200907 8.5㎡ 個人住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城館跡

擬定地

中世末 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

千
せん

厩
まや

城
じょう

（茶
ちゃ

臼
うす

館
だて

）

一
いちのせきし

関市千
せん

厩
まや

町
ちょう

千
せん

厩
まや

字
あざ

舘
たて

山
やま

50

03209 OF00-

0359　

38°55′3″ 141°20′17″20200623

〜

20200831

40.1㎡ 下水道接

続・浄化槽

撤去

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城館跡 中世 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

月
つき

町
まち

一
いちのせきし

関市赤
あこおぎ

荻字
あざ

月
つき

町
まち

63-3

03209 NE95-

038　

35°41′25″139°45′58″20200713

〜

20200716

9.8㎡ 下水道管

埋設

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 平安 溝跡 陶磁器 発掘調査実施

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

七
しち

郎
ろう

五
ご

郎
ろう

一
いちのせきし

関市藤
ふじ

沢
さわ

町
ちょう

黄
きの

海
み

字
あざ

天
あま

堤
つつみ

249-3

03209 OF20-

2006　

38°50′58″141°17′38″20200714 17.6㎡ 個人住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

骨
ほね

寺
でら

村
むら

荘
しょう

園
えん

一
いちのせきし

関市厳
げん

美
び

町
ちょう

字
あざ

駒
こま

形
がた

145

03209 NE72-

2283　

38°58′27″ 140°57′4″20200716 ３㎡ 浄化槽設

置

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

その他の

遺跡（荘

園）

縄文、平安、中世、

近世、近代

なし なし
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

野
の

中
なか

一
いちのせきし

関市赤
あこ

荻
おぎ

字
あざ

松
まつ

木
き

231-2

03209 NE95-

1386　

38°55′54″ 141°6′8″ 20200828 ４㎡ 個人住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 弥生 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

大
おお

洞
どう

地
じ

一
いちのせきし

関市大
だい

東
とう

町
ちょう

渋
しぶ

民
たみ

字
あざ

大
おお

洞
どう

地
じ

54-2、

54-4、54-9、55-1

03209 NF61-

0091　

39°1′24″ 141°20′29″20201026 2.5㎡ 水路設置

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文、古代近世 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

畑
はたけ

中
なか

Ⅳ
４

一
いちのせきし

関市大
だい

東
とう

町
ちょう

大
おお

原
はら

字
あざ

朝
あさ

米
ごめ

前
まえ

18、字
あざ

杉
すぎ

本
もと

31、字
あざ

上
かみ

大
おお

原
はら

下
しも

160、196

03209 NF62-

0254　

39°1′33″ 141°24′42″20191024 6.5㎡ 歩道設置

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文 なし なし

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

内
うち

館
だて

（松
まつ

川
かわ

城
じょう

 ・

久
く る み

瑠美館
だて

）

一
いちのせきし

関市 東
ひがし

山
やま

町
ちょう

松
まつ

川
かわ

字
あざ

館
たて

68-6

03209 NE89-

2045　

38°57′15″141°15′11″20201127 12.0㎡ 道路拡幅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文、中世 なし なし
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